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9.16の新機能を一部ご紹介

Webサイトでも

リリースハイライトを公開中
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新たな生成AIモデルをサポート

OpenAIに加え、新たに3つの生成AIへの接続に対応し、

下記の4つの生成AIと連携することができます。

• OpenAI

• Azure New!!

• Claude New!!

• Gemini New!!

それぞれの生成AIモデルの精度・性能・コストについて

比較した結果をwikiに掲載していますので、選定する際

の参考にしていただければと思います。

9.16アップデート：AI関連

https://wiki.yellowfin.co.jp/space/yfcurrent/187596980/

https://wiki.yellowfin.co.jp/space/yfcurrent/187596980/
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AIプラットフォームと連携した、新しいインサイト機能
を追加しました。

Tell Me About My Dataは、既存のインサイト機能と非
常によく似ており、虫眼鏡アイコンをクリックするだけ
の簡単な操作で生成AIを活用した分析を行うことができ
ます。

分析を行うために生成AIのプロンプトを記述する必要は
ありません。

Tell Me About My Data

9.16アップデート：AI関連
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Tell Me About My Dataは、

• ダッシュボード上のレポート

• 公開済みのレポート

• 作成中のレポート

• 作成中のストーリー

で実行することができます。

Tell Me About My Data

9.16アップデート：AI関連
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生成AI（LLM）に送信している内容については、外部連携の設定画面

に説明があります。

免責事項：この設定を有効にすると、データセットに関する記述統計

（平均値、外れ値、その他の統計など）がこのモデルに送信されます。

元のデータがLLMに送信されることはありません。

生成AIに送信する内容の一例：

• 実行したレポートの元となるビューのメタデータ

• レポートで使用しているフィールド名とデータ型

• フィールドのサマリー（件数、平均値、中央値、標準偏差など）

• 統計値（相関係数、異常値の数、正規分布、非正規分布など）

Tell Me About My Data

9.16アップデート：AI関連
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Tell Me About My Data

生成AIに送信しているメタデータの例：

9.16アップデート：AI関連

name description dataType fieldTypeCode synonyms knownValues pre-aggregated

Date of Birth Athlete date of birth. DATE DIMENSION 0 0 FALSE

Age Group at Camp The age group an athlete falls into when attending a camp. TEXT DIMENSION 0 0 FALSE

Age at Camp Age of the athlete when they attended the camp. NUMERIC MEASURE 0 0 FALSE

Camp Region Region the camp is located in. TEXT DIMENSION 0 0 FALSE

Athlete ID Athlete identification number. NUMERIC DIMENSION 0 0 FALSE

Agency Type Agency type: online or agency TEXT DIMENSION 0 0 FALSE

Invoice Estimate Estimated invoiced amount (before exchange rates are involved). NUMERIC MEASURE 0 0 FALSE

… … … … … … …

※実際は、カンマ区切りのテキストです。読みやすいように加工しています
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Tell Me About My Data

データセットには624行と6列が含まれています。

欠損値を除去した後のデータセット: 624行

# フィールド名とデータ型:

# 数値列のユニーク値:

528

# 数値カラムの要約:

Column: Profit Margin        

Measure   |         Value          |

-------------------------------------

n  |                 624.0  |

sum  |  1.6260352799962386E7  |

Mean  |    26058.257692247433  |

Min  |            -1172.5401  |

Max  |         467796.680543  |

Range  |         468969.220643  |

Variance  |  1.9866531698302767E9  |

Std. Dev  |     44571.88766285624  |

9.16アップデート：AI関連

index name type

0Month LOCAL_DATE

1Camp Region STRING

2Profit Margin NUMBER

3Gender STRING

4Demographic STRING

5Invoiced Amount NUMBER

※実際は、カンマ区切りのテキストです。読みやすいように加工、一部を和訳しています
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Tell Me About My Data

# 文字列カラムの要約:

Column: Camp Region    

Category     |  Count  |

---------------------------

Australia  |  115.0  |

North America  |  134.0  |

Asia  |   98.0  |

Europe  |  247.0  |

Latin America  |   30.0  |

Column: Demographic   

Category   |  Count  |

------------------------

Adventure  |  136.0  |

Sport  |  120.0  |

Culture  |   72.0  |

Luxury  |   67.0  |

Family  |  133.0  |

Relaxation  |   96.0  |

9.16アップデート：AI関連

※実際は、カンマ区切りのテキストです。読みやすいように加工、一部を和訳しています
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管理コンソールでは、トークンの使用量や生成AIに投げているプロンプト、生成AIからのレスポンスを確認するこ
とが可能です。

Tell Me About My Data

9.16アップデート：AI関連
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Snowflakeのキーペア認証

Snowflakeのキーペア認証に対応しました。

Snowflakeへの接続に、秘密鍵を使用して接続することが
できるようになりました。

パスワード認証によるSnowflakeへの接続は、
2025年11月に廃止されると発表されています。

9.16アップデート：データソース

https://www.snowflake.com/ja/blog/blocking-single-factor-password-authentification/
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データソースでレポートデータを並べかえ

データソースレベルでデータを並べかえることができるようになりました。

データソースでの並べかえ設定を有効にすると、レポートのSQLにORDER BYが追加されます。

最大行数の制限にかかる場合も、データソースで並べかえた結果を元にデータを切り捨てます。

9.16アップデート：コンテンツ
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パラメーターの引数に参照コード

パラメーターの引数に、参照コードを指定することができるようになりました。

引数をドロップダウンから選択できるようになるため、手入力による入力ミスを防ぐことができるようになります。

9.16アップデート：コンテンツ
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クロス集計表の合計欄のラベル

クロス集計表のカラム合計、ロウ合計のラベルを設定できるようになりました。

デフォルトのラベルの他、合計の集約（合計、平均、個数など）、カスタムテキストを入力することが可能です。

9.16アップデート：コンテンツ
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積み上げ合計をグラフの先端に表示

積み上げ横棒グラフの積み上げ合計を棒グラフの先端に表示する設定が追加されました。

9.16アップデート：コンテンツ
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ストーリーからダッシュボードへドリルスルー

ストーリーに挿入されたレポートに、ダッシュボードへのドリルスルーが設定されている場合に、ダッシュボード
へドリルスルーすることができるようになりました。

9.16アップデート：コンテンツ
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ウェルカム画面をスキップ

初回ログインの際に表示されるウェルカム画面を表示し
ないようにできるようになりました。

ユーザーにプロフィール情報をカスタマイズさせたく無
い場合に有効です。

9.16アップデート：その他
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レポート公開時にフォルダー作成

レポートを保存(公開)する際に、コンテンツフォルダーを
作成できるようになりました。

レポートを完成させ、保存するタイミングでフォルダー
を作成し忘れていたとしても管理コンソールや閲覧画面
に移動することなく、フォルダーを作成してレポートを
保存することができます。

9.16アップデート：その他
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共有メールのリンクをURLからコンテンツ名に

レポートやダッシュボードなどのコンテンツをメールで
共有する際に、これまではメール本文にURLが記載され
ていましたが、コンテンツ名のテキストリンクを記載す
るように変更しました。

9.16アップデート：その他
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シグナルデータの削除

シグナルの結果をリポジトリデータベースから削除できるようにしました。

これまで、シグナルの検出結果は複数のシグナルで相互に参照しあうなどしていたため、削除してもリポジトリ
データベースに検出結果を保持しておく仕組みでしたが、日々リポジトリに蓄積されていくシグナルの検出結果の
肥大化を解消するために、削除できる機能を追加しました。

下記の操作でシグナルの検出結果をリポジトリから削除することができます。

• シグナル管理画面から「解析をクリア」

• シグナル管理画面からシグナルを「削除」

• シグナルモニターから削除

• ビューを削除

9.16アップデート：その他
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Tomcatの自動アップデート

Yellowfinをアップデートする際に、Tomcatも同時にアップ
デートできるオプションを追加しました。

このオプションを有効にしてアップデートを実行すると、
TomcatをYellowfinにバンドルされているバージョンに
アップデートします。

例えば、9.16のアップデートキットを使用した場合、
Yellowfinを9.16にバージョンアップすると共に、Tomcatを
9.0.106にアップデートすることができます。

制限事項：コンテキストパスを設定している環境の場合、
Tomcatの自動アップデートはできません。従来の方法でアッ
プデートをおこなってください。

9.16アップデート：その他



すべての機能強化の詳細は、

リリースノートをご確認ください

新機能の詳細について
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